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高速増殖原型炉もんじゅの平成16年度設備点検の終了について

このことについて、核燃料サイクル開発機構から下記のとおり連絡を受けた。

記

高速増殖原型炉もんじゅ（高速増殖原型炉；定格出力28.0万kW）は、平成７年12
月８日に発生した２次主冷却系ナトリウム漏えい事故のため停止しているが、設備
・機器の保安確保のため、毎年計画的に設備点検を実施している。

今年度の設備点検は、平成16年７月５日より実施してきたが、本日（３月30日）
で計画した作業をすべて終了した。

今回の設備点検では、原子炉補機冷却海水系海水ポンプ、制御用空気圧縮機、液
体廃棄物処理設備廃液加熱器の分解点検等を実施するとともに、設備の信頼性向上
および運転操作性向上を目的として、安全性総点検の指摘事項に係る設備の改善工
事を実施した。

また、追加作業として、過熱器（C）ナトリウム入口分配管等の修復作業を実施し
た。（平成17年２月10日資料配付済）

さらに、設備保全の観点から継続的に実施している取水口廻りの浚渫作業を今年
度も実施した。

（参考）過去の設備点検
・平成７年度設備点検 平成８年３月18日～平成８年８月４日
・平成８・９年度設備点検 平成９年３月３日～平成９年12月11日
・平成10・11年度設備点検 平成10年９月28日～平成11年９月17日
・平成12年度設備点検 平成12年10月16日～平成13年３月23日
・平成13・14年度設備点検 平成13年９月８日～平成15年２月20日
・平成15年度設備点検 平成15年５月６日～平成16年３月12日
・平成16年度設備点検 平成16年７月５日～平成17年３月30日
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１．設備点検内容

【（ ）内のA,B,C等は号機を示す】

設 備 点 検 内 容

１次アルゴンガス系設備 １次アルゴンガス系圧縮機（A）の分解点検を計画通
り実施した。

１次メンテナンス冷却系 エクステンション弁ロッド（１台）の分解点検等を
設備 計画通り実施した。

原子炉補機冷却水設備 原子炉補機冷却水系熱交換器（A,B）の開放点検等を
計画通り実施した｡

原子炉補機冷却海水設備 原子炉補機冷却海水系海水ポンプ（A,C1）の分解点
検等を計画通り実施した｡

機器冷却系設備 機器冷却系冷却ポンプ(B)の分解点検を計画通り実施
した。

制御用圧縮空気設備 制御用空気圧縮機(A)の分解点検等を計画通り実施
した。

液体廃棄物処理設備 廃液加熱器(A)の開放点検等を計画通り実施した。

換気空調設備 中央制御室空調装置浄化ファン(B)の分解点検等を計
画通り実施した。

空調用冷媒・冷水設備 冷凍機(A,B)の分解点検等を計画通り実施した。

ディーゼル発電機設備 ディーゼル発電機(A,B)の分解点検等を計画通り実施
した。

所内電源供給設備 所内電源供給設備の定期的な点検を計画通り実施
した。

無停電電源、 交流無停電電源設備、直流電源設備、一般計装電源
一般計装電源設備 設備、計算用電源設備の定期的な点検等を計画通り

実施した。
屋外開閉所、 特高開閉所送受電系統の継電器等の点検、起動用変
主要変圧器設備 圧器等の点検を計画通り実施した。

過熱器(C)ナトリウム入口 ナトリウム漏えい事故後、折れた温度計さや管の回
分岐管等の修復 収のため、過熱器(C)のナトリウム入口分配管等の一
（追加作業：図－１参照） 部を切断し、その後、仮の閉止板等で閉止していた

が、設備の保安確保の観点から修復作業を実施した｡
エクステンション弁

＊

当該弁は窒素雰囲気中にあり、直接操作できないことからエクステンション（連結棒）を用い

て空気雰囲気の部屋から操作できるようにしている。



２．安全性総点検に係る設備改善について

平成７年のナトリウム漏えい事故後に実施した「もんじゅ」の安全性総点検の結
果（平成10年３月）を踏まえ、核燃料サイクル開発機構は、設備や運転手順書、教
育訓練等について計画的に改善を図っているが、平成16年度では、設備の信頼性向
上および操作性向上を目的として、主に以下の改善工事を実施した。

（図－２、表－１、表－２参照）
１）フラッシュタンク圧力調節弁の改造

圧力調節弁の振動、騒音を低減するため、フラッシュタンク出口配管を２系
列化し蒸気流量を分割する。また、圧力調節弁を低騒音弁に交換した。

２）蒸気発生器補助蒸気供給弁の操作性改善
プラント起動時に、蒸発器廻り配管等に蒸気を送り、徐々に加熱させるため

の開閉操作用弁を、これまでより微調整が可能な弁に交換した。

＜安全性総点検＞

ナトリウム漏えい事故の原因究明調査で明らかとなった問題点等を踏まえ、旧科学技術庁は、平成

８年10月に「もんじゅ安全性総点検チーム」を設置し、施設の設計の妥当性、運転や品質管理に係る

マニュアル類の妥当性の検討等を行い、設備、品質保証、運転手順書等についての改善点を摘出し、

その結果が平成10年３月に報告書としてまとめられた。

３．設備保全について
（図－３参照）

設備保全の観点から、毎年継続的に取水口廻りの浚渫を実施しているが、今年
度は、取水口およびもんじゅ港湾全域を対象として実施した。












